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お話の流れ

⚫ １）コロナショックがあぶり出した課題

⚫ ２）こんな政府では「新型コロナ」と闘えない

⚫ ３）ポスト・コロナを切り拓く市民自身の取り
組み

⚫ ４）「命とくらしを守る社会」の到達点

⚫ ５）特に子どもの保育にかかわって

⚫ ６）まともな政府をつくり日本を救おう
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コロナショックがあぶり出した課題
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自然とのつきあい方を考えねば

⚫ 「背景に気候変動をふくむ環境破壊」（山本
良一・東大名誉教授・環境経営学）

⚫新しいウイルス（エボラ出血熱、エイズも）は
野生動物から人へ、頻度の高まり、「環境破
壊で生態系が混乱」、グローバル化が感染
加速、「持続可能な経済活動が必要」（山本
太郎・長崎大学熱帯医学研究所教授）
https://www.newsweekjapan.jp/stories/world/2020/05/1-148.php

⚫溶ける氷河の中からウイルスの可能性も（山
極寿一・京大学長・類人猿研究）
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https://www.newsweekjapan.jp/stories/world/2020/05/1-148.php


地球温暖化で
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戦後最悪、経済危機の急加速
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１１年ぶりのマイナス成長
個人消費が大きくマイナス



最貧困層の世界的急増
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こんな時にもマネーゲームが

⚫8短期の資金流入に制限を

ＧＡＦＡなどデジタル企業に



「経済優先」にふりまわされるな

⚫9

死者数１・２位はアメリカ、
ブラジル

２／１４、ＮＨＫ
https://www3.nhk.or.jp/news/spe

cial/coronavirus/world-data/

https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/world-data/


こんな政府では
「新型コロナ」と闘えない
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備えもなく、対応もまとはずれ

⚫ ①医療に必要なマスク、防護服がない

⚫ ②患者の減少で医療機関が経営危機に

⚫ ③そもそも細らされていた感染症対策、医療
体制（医療費抑制）も保健所も

⚫ ④補償がないので「密」の解消が不十分に

⚫ ⑤「ステイ・ホーム」から「GO TO トラベル」へ

⚫ ⑥PCR検査（感染力を確認）がまるで少ない

⚫ 警察・消防はいざというときへの備えなのにど
うして医療・衛生は備えない？
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「医療逼迫」はここまで深刻
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民医連新聞2021年1月16日号外
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コロナ不況を深刻化する政策

⚫消費力拡大の対策をとらない

⚫①補償なき一律の自粛要請で経済活動を破
壊、困窮者を生み出す

⚫②苦境に陥った人への支援も最小限

⚫③野党の提案・追求を逃れるために１０兆円
の「見せ金」で国会閉会

⚫④安倍政治を「継承・発展」させる菅政権

⚫⑤個人消費を激励しないデジタル庁（２０２１
年秋）
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民医連新聞2021年1月16日号外
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一体どこに金をつかっているのか
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「お金に困っている人の数は少ない」

20



市民に自己責任を求める政治

⚫国の基本は自助・共助・公助（菅首相）

⚫ツイッター #政治の仕事は公助です
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ポスト・コロナを切り拓く
市民自身の取り組み
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大学と大学生の取り組み
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市民による生活支援の連帯
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子どもの貧困率１３・５％
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労働組合のふんばりも
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がんばる自治体、国は何を
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子どもたちに少人数学級を
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公立小学校２０２１年
から５年かけて３５人
学級に



地球環境を守る取り組みも
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消費税減税に踏み出した５０ケ国
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しんぶん赤旗
https://www.jcp.or.jp/akahata/aik20/2020-11-

29/2020112901_01_0.html

「あれが祖父母との最後のクリスマスだった」
なんてことにはさせたくない（１２月１０日）

https://www.jcp.or.jp/akahata/aik20/2020-11-29/2020112901_01_0.html


「命と暮らしを守る社会」の到達点
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各種指標でトップの北欧諸国

⚫ ２０２０年幸福度ランキング－第１位フィンラン
ド・第２位デンマーク・第４位アイスランド・第５
位ノルウェー・第７位スウェーデン

⚫ ２０１９年ジェンダーギャップ指数－第１位アイ
スランド（１１年連続）・第２位ノルウェー・第３
位フィンランド・第４位スウェーデン

⚫ ２０１９年IMFによる１人当たり名目GDP－第

４位ノルウェー・第６位アイスランド・第１０位
デンマーク
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２０２０年ＳＤＧｓ世界ランキング
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上限週３７時間労働
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最賃１８００円、子ども最賃１２００円
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労働組合組織率
６７．２％（２０１６
年、ＩＬＯ）

日本の平均は９０２円



年休６週間、男性育休取得７０％
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医療も無料、介護も無料
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学費無料、奨学金支給、子ども手当
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１人親家庭の貧困率
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性の多様性の承認も当たり前
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温暖化対策、節電、経済成長
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特に子どもの保育にかかわって
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「教育」しない保育所時代

⚫ 34・幼保一体－０～２才は保育所または保

育ママ（子ども５人まで）、３～６才は幼稚園
、日本は保育園（所）と幼稚園、「就学前教
育」という考え方がないのが世界で一般的

⚫ 35・角を矯めず（まっすぐに直さず）に伸ば

す－子どもの自己決定、徹底的に遊ぶ、遊
びの中で社会性（他人との折り合いの付け
方）を、授業はしないが子どもが望めば教え
る

⚫43



学校の入学・進級も年齢は目安

⚫ 36・子どもは退屈にしなければならない－

自発性を引き出すために、職員は監視する
のでなくリラックスさせる、日本の親は手を
出しすぎではないか

⚫ 37・“6歳前後”で入学－「国民学校」、０年

生から９年生までの義務教育、１０年は任
意、０年生（幼稚園学年）は５才でも７才でも
、大切なのはその子にあったサポート、年
齢は目安
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学校は楽しく、生きるスキルを学ぶ

⚫ 38・学校は楽しい－１クラス最大２８名、０年生

「遠い国」「お米を食べる」意見に“間違い”は
ない、臆することなく自分を表現する術を学ぶ
、学校は生徒が来たくなる場所でなければ

⚫ 39・2本の足－不登校はまずない、学ぶのは

知識とともに社会で生きていけるスキル、日本
は知識偏重では、いじめはあるが１対１が多
い、校外からの支援をためらわない、別の学
校や家庭教育（教員の定期的訪問も可能）も
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「国民負担」か「私的負担」か

⚫ 「国民負担率」は2015年65.8％で日本の
1.5倍、日本は「私的負担」が高い

⚫公的負担に見合う「公的支援」と比較して
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「公務」員が多いのは当たり前

⚫ 井上伸氏https://twitter.com/inoueshin0/status/1225002052931031042
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https://twitter.com/inoueshin0/status/1225002052931031042


政治・社会をかえる努力の積み重ね
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メッテ・フレデリクセン首相

⚫女性として2人目の首相。最年
少（４２才）で就任。社民党代
表。

⚫労働組合職員を経て、2001年
に国会議員。2019年の総選挙
で社会民主党、ラディケーリ、
社会主義人民党、赤緑連合、
フェロー諸島社会民主党、グリ
ーンランド進歩党からなる左翼
・中道左派連合を。
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北欧の首相・内閣と比べてみれば
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まともな政府をつくり日本を救おう
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日本の現状は衰退途上

⚫ 幸福度ランキング 2020年第62位〔過去最低〕、
12年44位、13年43位、14年なし、15年46位、16

年53位、17年51位、18年54位、19年58位

⚫ ジェンダーギャップ指数 第121位〔過去最低〕

⚫ １人あたりGDP 第26位〔２０００年は２位だった〕
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平和・立憲・尊厳を掲げた市民運動

⚫ １５年安保法強行、「安保法制の廃止と立憲
主義の回復を求める市民連合」－①安保法廃
止、②立憲主義の回復、③個人の尊厳を擁護
する政治の実現に向けて闘う 53



市民と野党の共闘の発展

⚫ 2014年に集団的自衛権閣議決定ではじめて
全教と日教組、自治労連と自治労が一緒に

⚫ 15年の憲法集会で野党がはじめて一緒に、戦
争法反対で国会前行動が頻繁に、完全に市民
と野党がつながった、 8月に10万人集会

⚫ 16年参議院選で野党共闘、 17年総選挙で野
党は踏みとどまり、19年参院選では改憲勢力
は3分の2を失った

⚫ いま、政治を大転換させる局面
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２０１９年参院選の１３項目合意

⚫55
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カジノ反対
ＦＴＡ反対
被災者支援
2050年CO2排出ゼロ
核兵器禁止条約批准
などでも一致
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コロナ対策でも深ま
る共同



「クロ現」政治が十分かを問われ
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「脱新自由主義」が野党の合意に

⚫60

自己責任でなく
支えあう社会へ



市民連合の２０２０政策要望書①

⚫ 「自民党政権に代わり、新しい
社会構想を携えた野党による
政権交代を求めていきたい」

⚫▽憲法に基づく政治と主権者
に奉仕する政府の確立／▽生
命、生活を尊重する社会経済
システムの構築／▽地球的課
題を解決する新たな社会経済
システムの創造／▽世界の中
で生きる平和国家日本の道を
再確認する
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市民連合の２０２０政策要望書②
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野党は政権交代への決意を示して

⚫苦境の中での市民の新たな連帯や気づき

⚫－「政治は私と関係ない」→「私と政治はつ

ながっている」、でも「（今の）政治は私を守
ってくれない」

⚫→「政治は変えられる」という希望あるメッ
セージが必要

⚫→「私たちが変える」「だから一票を」、野党

には連合政権づくりの意思をはっきり見せ
てほしい
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市民と野党の力で政権交代

⚫冷たく分断された自
己責任・金次第の社
会でなく、互いに支
えあう社会を

⚫ 「私を助ける政治を、
私がつくる」

⚫市民の取り組みこそ
が政治を変える根本
の土台
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⚫66666666

政権交代で命を守る政治をつくろう


